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20 周年記念講演会＆鼎談「里山資本を活かした地域づくり」 
     日時 2018 年 10月 5日（金） 18 時～20時 
     場所 天理市民会館 
 
基調講演 
 講師 河瀬直美氏（映画監督） 
 忘れ去られようとしている原風景を背景に、郷愁いざなう「人間模様」を見事に映像化させる天才、河瀨直美監
督。天理で農業に親しみ、天理を舞台にした映画をプロデュースした河瀨監督。グローバルとローカルの二つの世界
で今も活躍される河瀬監督。このような多面性をもつ河瀬監督は、天理の自然景観と歴史・文化との関わり方、生か
し方についての造詣は非常に深い。 
 この講演では、「山の辺の道」沿いの自然景観を生かした生業のあり方、文化的景観や懐かしい原風景との関わり方
など、人々に感動を与えられる「里山資本」の活用や捉え方を、具体的な視点からご教示いただく。また、奈良県内
を映画制作のロケ地に選ぶ “こだわり”と、天理市内で稲作を手掛ける農業
（第一次産業）への“思い入れ”についても、河瀨監督から直接お話してい
ただく。 
 NPO法人 環境市民ネットワーク天理は、前身の環境市民ネットワーク天
理が 1997 年 12月に発足して 20余年が経過した。その間、さまざまな活動
をおこなってきた。その中の活動の一つに、「山の辺の道」の原風景を守り残
していくことと、石上神宮のような歴史・文化的遺産も不可分の存在として
守り残す活動も進めてきた。これは、自然環境の保護・保全と同じことだと
考えている。つまり、「地域づくりは環境保全活動と密接に繋がっている」と
考えている。 
 そのような意味で、河瀬監督からお話を受けることは貴重であり不可欠と考え、基調講演をお願いした。 
 当日は 304名の方々が入場し、講演と鼎談に聞き入った。 
鼎 談 
    鼎談者 河瀬直美氏 
        並河 健 氏（天理市長） 
        平井宗助氏（「ほうせき箱」代表） 
    司会・進行 佐藤孝則（NPO法人 環境市民ネットワーク天理理事長） 

 

 
講演する河瀬直美監督。 
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 河瀨監督の基調講演の後、並河氏からは天理の里や農をいかした地方創生、天理市ブランディングプロジェクト「め
ぐみ めぐる てんり」（https://megumimegurutenri.com/）を中心に話していただき、天理市の第６次産業の進捗
状況についても触れていただいた。また、平井氏からは、天理市内の耕作放棄地で自然栽培法による柿の葉を使ったお
茶づくりについて、とくに、柿の葉への“こだわり”と“思い入れ”、さらに自ら立ち上げた「『SOUSUKE』の柿の葉茶」
ブランドの今後の展開について、お話ししていただいた。 
 

     
鼎談者の河瀬直美氏（左）、並河健氏（中）、平井宗助氏（右）。 

   
講演と鼎談に聞き入る参加者。 

   

20周年記念講演会についての新聞記事。奈良新聞（左）、朝日新聞（中）、毎日新聞（右）の３紙。 


